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LOTUS CALENDER

第16回最優秀賞　安野　茂男　「茎は折れても念力で！」　下野市にて

　
　
　
　
「
蓮
ご
よ
み
」の
意
図

　
　　

令
和
４
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
安
倍

元
首
相
の
国
葬
等
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
今
年
の
応
募
チ
ラ
シ
は
昨

年
に
続
き「
み
ん
な
が
元
気
に
な
れ
る
」令
和
５
年
の『
蓮
ご
よ
み
』作
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
と
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
よ
り
32
％
の
減
、
俳
句
は
12
％
増
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
今
年
も
ジ
ュ
ニ
ア
俳
句
の
応
募
を
期
待
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
残
念
な
が
ら
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
写
真
の
審
査
は
ご
多
用
な
中
、林
香
君（
文
星
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）・
大
手
義
雄（
栃
木
県
写
真
家
協
会
理
事
）・

小
林
治
郎
下
野
新
聞
社
写
真
部
長
）の
各
先
生
に
、
俳
句
の
選
者
は
引
き
続
き
速
水
峰
邨（
下
野
新
聞
選
者
）・

五
島
高
資（
現
代
俳
句
協
会
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
師
）・
辻
村
麻
乃（「
篠
」主
宰
）の
各
先
生
に
お
引
受
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
写
真
は
、
花
の
ア
ッ
プ
が
多
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
俳
句
は
初
め
て
蓮
見
舟
が
詠
わ
れ
、
解
り
易
い

十
七
文
字
に
表
現
さ
れ
そ
の
努
力
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
入
賞
者
の
中
で
、
当『
蓮
ご
よ
み
』に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
写
真
と
俳
句
の
入
選
さ
れ
た
方
は
以
下
の
通
り
で
す
。

「
写
真
」・
岩
本
洋
子（
宇
都
宮
市
）・
小
川
茂（
小
山
市
）・
小
野
昌
宏（
さ
く
ら
市
）・
川
田
雅
子（
大
田
原
市
）・

斎
藤
賢
治（
宇
都
宮
市
）・
佐
藤
浩
太（
北
本
市
）・
佐
藤
治
男（
真
岡
市
）・
杉
本
静（
那
珂
川
町
）・
堂
前
勝
雄（
鹿

沼
市
）・
橋
本
充
夫（
宇
都
宮
市
）・
増
川
保
紀（
宇
都
宮
市
）・
室
井
敦
彦（
那
須
塩
原
市
）・
渡
辺
新
一（
小
山
市
）・

渡
辺
幸
夫（
宇
都
宮
市
）さ
ん
の
14
名

「
俳
句
」・
加
茂
都
紀
女（
宇
都
宮
市
）・
熊
谷
房
子（
気
仙
沼
市
）・
小
滝
威（
大
田
原
市
）・
佐
藤
美
穂（
宇
都
宮
市
）・

助
川
義
晴（
宇
都
宮
市
）・
砂
川
隆（
宇
都
宮
市
）・
関
田
和
子（
宇
都
宮
市
）・
中
村
國
司（
宇
都
宮
市
）・
中
村
暢
夫（
さ

い
た
ま
市
）・
野
島
正
則（
羽
村
市
）・
伴
瀬
泰
子（
矢
板
市
）・
安
本
賀
津
子（
静
岡
県
函
南
町
）さ
ん
の
12
名
。

　
写
真
の
賞
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
林
香
君
氏
・
下
野
新
聞
社
・
宇
都
宮
餃
子
会
・
サ
ト
ー
カ
メ
ラ
さ
ん
か
ら
、

俳
句
の
賞
品
は
、
成
良
由
記
子
氏
・
下
野
新
聞
社
・
栃
木
県
版
画
協
会
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
展
示
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
サ
ト
ー
カ
メ
ラ
本
店
に
於
い
て
表
彰
式
と
全
作
品
を
展
示
し
、
そ
の
後
、（
公
財
）

栃
木
県
民
公
園
福
祉
協
会
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
那
須
野
が
原
公
園
・
み
か
も
山
公
園
で
の
巡
回
展
示
が
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　
表
紙
に
は
第
16
回
の
最
優
秀
賞
作
品
を
、
隔
月
毎
に
上
位
入
賞
の
６
写
真
と
上
位
入
賞
18
句
の
中
３
句
を
掲

載
し
、
俳
句
に
英
訳
を
併
記
す
る
事
に
よ
り
海
外
の
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
を
し
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
英
訳
は
選
者
の
五
島
高
資
先
生
に
、
自
治
医
科
大
学
名
誉
教
授
の
加
藤
直
克
先
生
と
同
大
学
教
授
の
レ

ポ
ウ
ィ
ッ
ツ
・
ア
ダ
ム
・
ジ
ョ
ン
先
生
に
監
訳
、
修
正
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
句
の
書
に
つ
い
て
は 

斎
藤
洋
子

氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
２
ヶ
月
毎
に
季
節
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
蓮
の
写
真
と
蓮
の
句
を
コ
ラ
ボ
し
た
彩
り

豊
か
な
構
成
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の『
蓮
ご
よ
み
』の
発
行
に
際
し
地
元
宇
都
宮
の
生
福
寺
・
延
命
院
・
善
願
寺
・
宝
蔵
寺
・
祥
雲
寺
・

㈱
清
水
造
園
・
宇
都
宮
み
ん
み
ん
・
東
栄
電
設
㈱
・
㈱
渡
辺
有
規
建
築
企
画
事
務
所
・
㈲
南
木
興
産
・
㈲
山
口

フ
ロ
ン
ト
工
業
・
那
須
烏
山
市
安
楽
寺
さ
ん
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、一
連
の
印
刷
業
務
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
㈱
松
井
ピ
・
テ
・
オ
・
印
刷
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
第
20
回
栃
木
花
蓮
写
真
展
と
第
７
回
蓮
の
俳
句
大
会
の
開
催
に
ご
協
力
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
も
こ
の『
蓮
ご
よ
み
』が
多
く
の
ご
家
庭
等
に
お
い
て
皆
様
方
の
癒
し
と
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

令
和
四
年
十
一
月
文
化
の
日

発
行
：
宇
都
宮
城
跡
蓮
池
再
生
検
討
委
員
会

会
長
　
塚
　
田
　
宗
　
雄



最優秀賞　伊藤　仁一　「ハスの微笑み」
栃木市にて

JANUARY1
睦月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

FEBRUARY2
如月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

　 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

　　　元日  振替休日

成人の日

建国記念の日

天皇誕生日

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅

　 　 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅

官庁御用始め 小寒 七草

鏡開き

土用 大寒

節分
豆まき

立春

初午

聖バレンタインデー

雨水

closed lotus 
hands in prayer

dragon’s beard grazing the surface
of this lotus pond

lotus flowers 
looking to grasp the air above the tower

宇
都
宮
市
長
賞



宇都宮市長賞　小林　トミ子　「三姉妹」
栃木市にて

MARCH3
弥生

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

APRIL4
卯月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

昭和の日

大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝

全国火災予防運動 ひな祭

啓蟄 消防記念日

彼岸入り

春分の日
春分

彼岸明け 電気記念日

新学年

清明 世界保健デー 花まつり

メートル法
公布記念日

土用 発明の日 穀雨

m
ixed-up w

ith the pond lotuses
is T

otoro’s um
brella 

carp m
ouths, responding to footfalls,

push the lotuses aside

bloom
ing lotuses

show
ing som

e underleaf in the w
ind

下
野
新
聞
社
賞



佐藤　治男　｢咲き競う｣
真岡市にて

佐藤　治男　｢咲き競う｣
真岡市にて

宇都宮城跡蓮池
再生検討委員会賞

MAY5
皐月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

JUNE6
水無月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

　

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

八十八夜 立夏

世界赤十字デー 愛鳥週間

母の日

小満

気象記念日
写真の日

横浜開港記念日

歯と口の健康週間 環境の日 芒種 時の記念日

入梅

父の日 夏至

w
hiter from

 falling,
a lotus petal on the ground

w
hite daw

n-bloom
ing lotus

deep breathing

lotus’s first opening
guided by the m

orning star

散
り
て
な
お
蓮
一
ひ
ら
の
白
さ
か
な

黎
明
の
白
蓮
ひ
ら
く
息
づ
か
ひ

　
　

蓮
開
く
夜
明
け
の
星
に
導
か
れ

　
　

優
秀
賞



下野新聞社賞　根本　文夫　「夏模様｣
土浦市にて

JULY7
文月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

AUGUST8
葉月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

海の日

　

赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅

安全週間

半夏生 小暑
七夕

お盆迎え火 お盆

お盆送り火 土用

大暑

土用の丑

広島原爆の日 立秋 長崎原爆の日 山の日

月遅れお盆迎え火 終戦記念日 月遅れお盆送り火

処暑

八朔

on the view
ing gondola:

m
uch driver apology w

ith few
 flow

ers

and on the lotus pond we have 
him

edaka rice fish and the lady Yang Guifui

am
ong the w

hite lotuses
one looks like m

y m
other



宇都宮城跡蓮池
再生検討委員会賞

小川　　茂　｢競艶｣
下野市にて

SEPTEMBER9
長月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

OCTOBER10
神無月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

敬老の日 秋分の日

大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝

防災の日
二百十日

白露

彼岸入り
秋分

彼岸明け 十五夜

法の日　共同募金
労働衛生週間

寒露 スポーツの日 鉄道の日

貯蓄の日 土用

国連デー
霜降

読書週間
十三夜

lotus seeds joyfully jum
p 

in G
od’s G

arden

the lotuses fruited
after blanketing the pond

最
優
秀
賞

lotus seed flew
the sound of cello by Kenji M

iyazaw
a



優秀賞　君島　哲郎　「大霜の朝」
宇都宮市にて

NOVEMBER11
霜月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

DECEMBER12
師走

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

文化の日

勤労感謝の日

友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安

灯台記念日
計量記念日

立冬 全国火災予防運動

世界平和記念日 七五三

小雪

映画の日

人権週間 大雪

年賀郵便
特別扱始め

冬至

クリスマス 官庁御用納め

年越し
大はらい

w
ithered lotus

shadow
 of a Bodhisattva on the w

ater

w
ishing for a w

ar-less w
orld,

this broken lotus

digging-up lotus root:
iron bars in m

ud



『
蓮
ご
よ
み
』令
和
４
年
の
取
組
み

◆
み
ん
な
が
元
気
に
・
み
ん
な
で
作
る

　
当
写
真
展
が
20
年
の
節
目
を
迎
え
た
今
年
、
未
だ
に
終
息
し
な
い
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
り
、
み
ん
な
が
元
気
に
な
れ
る『
蓮
ご
よ
み
』作
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
と
チ
ラ
シ
で
案
内
し
た
と
こ
ろ
で
す
。改
め
て
こ
の
20
年
を
ふ
り
返
る
と
、

平
成
19
年
（
２
０
０
７
）
の
第
５
回
栃
木
花
蓮
写
真
展
の
会
場
で
あ
っ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
に
お
い
て
、
上
位
入
賞
写
真
を
活
か
し
て
何
か
で
き
な

い
か
と
思
案
し
た
結
果
、
蕪
村
句
と
写
真
を
コ
ラ
ボ
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を

『
蓮
ご
よ
み
』と
名
付
け
、平
成
20
年
蓮
ご
よ
み
と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。

　
９
年
後
の
平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
は
蕪
村
生
誕
３
０
０
周
年
を
好
機
と

捉
え
、
蕪
村
号
誕
生
の
地
宇
都
宮
を
冠
に
蓮
の
句
を
公
募
し
掲
載
句
に
は
英

訳
を
併
記
し
新
た
な『
蓮
ご
よ
み
』と
し
て
展
開
し
ま
し
た
。そ
し
て
、
写
真

展
節
目
の
20
年
と
な
る
令
和
４
年（
２
０
２
２
）で
は
、
今
後
の
新
た
な
目
標

設
定
と
し
て
、
３
年
後
の
第
10
回
の
俳
句
大
会
は
蕪
村
生
誕
３
１
０
周
年
を

機
に
、『
蓮
の
句
集
』を
発
行
す
る
事
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
俳
句
を
介
し
て
市
民
自
ら
が
考
え
、
市
民
手
づ
く
り
の
文
化
と
し
て
継
続

し
続
け
る
事
が
、
蕪
村
号
誕
生
の
地
宇
都
宮
に
生
き
る
市
民
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
で
は
な
い
か
と
理
解
し
ま
し
た
。つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
更
な
る
展
開
を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
続
き
皆
様
方
か
ら
ご
協
力

と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
写
真
選
評

 

今
年
の
花
蓮
コ
ン
テ
ス
ト
は
昨
年
に
比
べ
応
募
枚
数
が
若
干
減
少
し
て
や

や
低
調
で
し
た
。
内
容
的
に
は
変
化
に
と
ん
だ
作
品
が
多
く
見
ら
れ
蓮
花

本
来
の
美
し
さ
を
表
現
し
た
も
の
、
蜂
や
蝶
を
点
景
に
捉
え
た
も
の
、
カ

エ
ル
や
ト
ン
ボ
を
捉
え
た
変
化
に
と
ん
だ
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
主
題
が
蓮
花
で
あ
る
こ
と
か
ら
や
や
ず
れ
た
作
品
が
見
ら
れ
の
は
残

念
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
上
位
６
点
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
品
は
蓮
花
本
来
の

美
し
さ
と
画
面
構
成
に
優
れ
た
作
品
で
し
た
。
今
年
も
素
晴
ら
し
い
カ
レ

ン
ダ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

◆
俳
句
選
評

　
今
年
度
は
応
募
作
品
が
１
３
８
句
で
、
昨
年
１
２
３
句
を
若
干
上
回
り

ま
し
た
。
（
一
昨
年
は
２
２
８
句
）

　
最
初
に
入
選
18
句
を
選
び
ま
し
た
。
応
募
は
一
人
３
句
で
し
た
が
、
３

句
と
も
入
選
レ
ベ
ル
の
作
品
が
何
人
も
い
て
、
そ
の
た
め
３
人
の
選
者
が

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
句
を
選
ん
で
お
り
、
協
議
し
て
一
句
に
絞
り
入
選
と
し

ま
し
た
。
選
句
に
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
い
い
句
に
出
会
え
た
こ
と
は
楽

し
い
選
考
会
で
し
た
。
次
に
入
選
句
か
ら
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
市
長
賞
、

下
野
新
聞
社
賞
を
選
び
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
「
蓮
の
実
の
飛
ん
で
賢
治

の
チ
ェ
ロ
の
音
」
（
鹿
沼
市
・
神
山
敦
子
さ
ん
）
の
作
品
で
し
た
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
に
載
せ
る
の
で
冬
の
季
節
に
は
冬
蓮
・
蓮
の
骨
な
ど
冬
の

句
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
夏
の
蓮
の
方
が
勢
い
が
あ
っ
て
い

い
作
品
が
多
く
、
結
果
と
し
て
多
く
選
ば
れ
ま
し
た
。
来
年
も
い
い
作
品

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
今
年
の
英
訳
に
つ
い
て

　
今
回
の
俳
句
翻
訳
は
、
選
者
の
五
島
高
資
先
生
に
英
訳
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
自
治
医
科
大
学
名
誉
教
授
の
加
藤
直
克
先
生
と
同
大
学
教
授
の
レ
ボ

ウ
ィ
ッ
ツ
・
ア
ダ
ム
・
ジ
ョ
ン
先
生
に
監
訳
、
修
正
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
回
に
引
き
続
き
、
俳
人
、
英
語
学
専
門
家
、
そ
し
て
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ

ブ
に
よ
る
協
議
を
通
し
て
、
よ
り
適
切
な
国
際
的
な
表
現
と
な
っ
た
と
考

え
ま
す
。
俳
句
の
翻
訳
は
、
そ
の
詩
性
を
発
揮
さ
せ
る
べ
く
、
日
本
の
伝

統
文
化
と
外
国
語
表
現
の
整
合
性
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
の
俳
句
翻
訳
に
お
い
て
、
重
要
な
道
筋
を

示
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
の
在
り

方
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

関根　正幸『風と戯れて』 佐藤　浩太『凛として』大岡　博美『神聖』橋本　充夫『雨にもまけず』

第20回栃木花蓮写真展
宇都宮餃子会賞（10作品）

野中　章雄『霜の朝』笠原　悦子『受け皿』

渡辺　新一『夏を彩る』

斎藤　賢治『水面の輝き』

青木　由紀子『晩夏の朝』

　小野　昌宏『花の一生涯』


